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人工衛星画像 を利用 した水稲の食味評価
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1 は じ め に

庄内支場では、1996年 に水稲の成勲期の葉色から精米

中のタンパク質含有量を推定する方法を、2000年には登

熟中期の葉色により玄米タンパク含量を推定し仕分け集

荷する技術を開発した。

現場では、この技術を利用して 1997年から八幡町一条

のCE(カ ントリーエレベーター)で食味による仕分け

集荷の取り組みが始まり、その後、周辺のCEに拡大し

た。これらの施設では、年次を経るに従い、玄米タンパ

ク含量の低下・均質イヒが進んだ。(図 1)

しかし、この方法は3人程度で班を編成し、ほ場を巡

回して葉色を調査し、ほ場図を色分けし、刈取り計画を

策定するなど多大な労力を要する。また、現場では効率

的に作業を進めるため、農道近辺で調査しているが、こ

れがほ場を代表しているのかなどの指摘がある。

そこで、2002年に八幡町一条地区で人工衛星画像利用

による効率的な仕分けが可能か、さらに日程的にも可能

か検討した。また、ほ場の葉色ムラや、食味向上に取り

組んできたこれまでの成果を人工衛星画像で確認できる

か試みた。

(2)撮影に使用した衛星 IK010S

〈3)撮影日 7月 25日
8月 30日

(4)撮影場所 八幡町一条地区
(5)手順および調査方法

7月 25日 と8月 30日 に、赤色光線と近赤外線で

撮影し、植生指数'1を算出しマップを作成した。(図

-2)
データをほ場単位でランク付けするため、G I S12

を使用して、ほ場ごとの平均値を計算し色分けした。

(図-3)
地上データでは、植生指数と比較するため、葉色を

378ヶ所で測定し、うち30ヶ所で 50株刈りし玄

米タンパクを測定した。

'1本来、面積当たり植物の生育量をイメージした用

語で、面積当たりのクロロフイルの総量を示してい

るが、最高分けつ期以降は、LAIがMaxに近い

ため葉色と相関が高まるとされている。

,2 Geographic lnforllatim System 地理的情報を

持つたデータベース

3 試験結果及び考察

葉色による産米の仕分け集荷に取 り組んできた地

域が、周辺地域に比較して葉色が淡く (植生指数が小

さく)しかも均一であり (図 2、 4)、 仕分け集荷の

成果が人工衛星画像で確認された。

また、画像撮影後、植生指数を求め、ほ場単位にラ

ンク付けするまでのデータ処理期間は、 10～ 15日

程度であり、日程的に人工衛星画像を仕分け集荷に活

用できることがわかつた。

人工衛星画像により算出した植生指数と実調査の葉
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図 1 仕分集荷米の登熟中期の葉色分布の変遷 (1999～ 2001)

2試 験 方 法

(1)試験年次 2002年
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色および玄米タンパク含量の関係をみるとそれぞれ

相関が高くなかった。

この要因としては、対象地域が葉色による仕分け集

荷に7ヶ年の取り組んだ結果として、ほ場間の葉色の

差がなくなったこと、また、調査地点がほ場の周辺部

の葉色ムラの大きい箇所であつたためと考えられる。

(図 2,3)
衛星を利用すれば、ほ場の調査点数は大幅に減らす

ことが可能である。調査地点の選定に当たつては、前

年の画像を参考にし、葉色ムラの少ないほ場の中央部

で測定すれ|よ ほ場の平均値に近づき、植生指数との

相関も高まると考えられる。

4 ま

登熟中期 (糊熟期頃)に人工衛星画像から算出した

植生指数を使つて仕分け集荷が十分可能であると考

えられる。また、地上での葉色調査地点の選定を吟味

しなければならないこともわかつた。

この技術を導入するのに必要なa14はつぎのとおり

である。

(1)GISの整備

効率的にほ場単位に平均値を出しランク付けを

するにはGISの整備が不可欠である。
(2)作型・作期の統一

出穂期、成熟期が異なると葉色の比較ができない

ので、次の場合は難しい。

・ 慣行栽培と直播栽培が混在する場合。
・ 地域内に平坦部、中山間部、山間部が混在する

船 。

・ 移植時期に幅がある場合。

これらの場合でも、それぞれに30地点程度の葉色

データがあれば可能と考えられる。

今負 この技術は、仕分け集荷の広域化、迅速イしの

他に地域全体の食味の均質化、あるいは、そのPRに

利用が可能と考えられる。

図3 人工衛星から測定した植生指数拡大図(2002.8.30)

図4 GISに よるほ場ごとのランク分け(2002.8.30)
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図2 人工衛星画像から測定した植生指数図(2002.8.30)
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